
 

 

 

 

 

  

 

２０２３年 7 月号 浅見みどり通信 発行責任者■東村山市多摩湖町 1－18－4浅見みどり 080-3086-2422 

統一協会問題などスクープ 連発のしんぶん赤旗（月額 ３４９７円）と赤旗日曜版（月額９３０円）をぜひご購読下さい。  

８日（土） 全１３町市議団宣伝 

９日（日） 市議会報告（廻田町・富士見町） 

１１日（火） まちづくり・環境委員会 

１２日（水） 無料法律相談 

※予約制。ご希望の方はご連絡下さい。 

１８日（火）９時半 市民センター 

市議会報告会 

２３日（日）市議会報告（多摩湖町） 

定例の朝宣伝（※雨天中止） 

７月４日（火） 西武園駅 

１０日（月）武蔵大和駅 

１１日（火） 八坂駅 

１８日（火） 多摩湖駅 

２４日（水）武蔵大和駅 

 

７月の活動 
 

緑地・農地を守る予算を増やして 

これまで市長は「みどりの保全は極めて優先順位が高い」と答弁

していますが、市内の緑地・農地は減り続ける一方です。 

 

 

 

 

 

緑地保護区域   農地 

緑地保護区域    農地面積 

Ｒ3年度当初   ８．２６㏊   １４７．３㏊ 

Ｒ3年度末    ７．９７㏊   １４３．７㏊ 

市の目標（Ｒ12） 現状維持    １２５．２㏊ 

※みどりの管理計画より 

緑地と農地を一度なくしてしまったら、元に戻すために

は長い時間がかかります。気候危機には一刻の猶予もあり

ません。災害対策、里山の風景としての価値。計り知れない

みどりを保全するためには積極的な予算配分が必要です。 

今年は暑くて、雑草もいつも以上に早く伸びました。草木

や農地の管理には多大な労力がかかりますが、みどりを減

らさず、未来へとつないでいくことは、東村山市の価値を上

げることにつながるのではないでしょうか。 

高齢化や相続税の問題など、課題は大きいです

が、農地・緑地の管理を所有者さん任せでは、み

どりの保全はできません。積極的な施策を引き続

き求めていきます。    詳しくはブログで→ 

 

市が買い取った生産緑地はすべて道路予定地 

（※一部は送電線の鉄塔用地）。緑地保全の目標はどこへ・・・。 

年度 H30 Ｒ１  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

件数 3件 5件 5件 3件 4件 

買取面積 ３６０㎡ １５６０㎡ ２８１０㎡ ３９６０㎡ １８３０㎡ 

※議会答弁を元に作成 

農業者クラブ管内研修会に参加 

6月、多くの議員、市職員みんなで廻田

町・多摩湖町の農家さんを視察しました。 

たまこ朝市、廻田町 1丁目土地区画整

理事業、ブルーベリー栽培について説明

を受けました。視察の中で、市の補助金

では農家さんへの支援が不足しているこ

とが分かりました。 

物価高で資材にも影響があります。 

8年前には７０万円でできたビニールハ

ウスのビニール張替が、２３０万円の見積

もりになったお話に衝撃を受けました。 

市の営農支援をすぐに増額すべきです。

議会を通じて求めていきます。 

 


